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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第38期
第２四半期
連結累計期間

第39期
第２四半期
連結累計期間

第38期
第２四半期
連結会計期間

第39期
第２四半期
連結会計期間

第38期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高                 （千円）4,234,9614,703,0372,111,7082,445,0598,705,612

経常利益               （千円）290,195 367,988 177,986 200,612 660,077

四半期（当期）純利益   （千円） 154,101 47,707 96,916 1,335 348,900

純資産額               （千円）－ － 3,716,5453,782,7893,922,604

総資産額               （千円）－ － 5,231,5215,710,5585,490,313

１株当たり純資産額       （円） － － 1,460.98 750.45 1,542.09

１株当たり四半期（当期）純利益

金額                     （円）
60.83 9.44 38.26 0.27 137.73

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額       （円）
－ － － － －

自己資本比率             （％）－ － 70.7 65.9 71.1

営業活動による

キャッシュ・フロー     （千円）
149,276 280,143 － － 283,031

投資活動による

キャッシュ・フロー     （千円）
223,875 353,898 － － △1,531

財務活動による

キャッシュ・フロー     （千円）
△143,764△160,497 － － △144,678

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高           （千円）
－ － 1,710,6752,090,1831,618,618

従業員数                 （人）－ － 498 531 501

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　　　４．当社は、平成22年４月１日付けで株式１株につき２株の株式分割を行っております。　
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２【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。　

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 531

　（注）従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者

　　　　を含む。）であります。

 

(2）提出会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 448

　（注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　当社グループは、システムソリューション・サービスの単一セグメントのため、生産、受注及び販売の状況について

は、セグメント別にかえて品目別に示しております。

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目 金額（千円） 前年同四半期比（％）

システムインテグレーション・サービス 1,380,509 118.2　

システムアウトソーシング・サービス 475,023 108.6　

プロフェッショナル・サービス 589,526 116.4　

合計 2,445,059 115.8

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）受注状況

　当第２四半期連結会計期間における受注状況を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目 受注高（千円）
前年同四半期比
（％）

受注残高
（千円）

前年同四半期比
（％）

システムインテグレーション・サービス 1,477,384  114.8 1,212,681 98.6　

システムアウトソーシング・サービス 447,164  125.4 438,109 112.3

プロフェッショナル・サービス 552,151  116.4 458,007 103.3

合計 2,476,700　 116.9　 2,108,798 102.2

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(3）販売実績

①　品目別販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目 金額（千円） 前年同四半期比（％）

システムインテグレーション・サービス 1,380,509 118.2

システムアウトソーシング・サービス 475,023 108.6

プロフェッショナル・サービス 589,526 116.4

合計 2,445,059  115.8

　（注）１. 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

　相手先
前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

株式会社野村総合研究所  538,705 25.5  831,145 34.0

富士通株式会社 390,863  18.5 407,579  16.7

みずほ情報総研株式会社 185,969  8.8 277,915  11.4

２．上表の金額には、消費税等は含まれておりません。
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②　業種別販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績をエンドユーザの業種別に示すと、次のとおりであります。

業種区分 金額（千円） 前年同四半期比（％）

金融業 860,863 138.3

流通業 493,856 103.4

通信業 426,752 88.3

製造業 324,347 208.5

官公庁 120,316 79.1

その他 218,922 99.1

合計 2,445,059 115.8

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当第２四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断

したものであります。

 

（１）業績の状況

　当第２四半期連結会計期間における国内経済は、欧州を中心とした海外景気の下振れ懸念、金融資本市場の変動や

デフレの影響等の景気を下押しするリスクは存在しているものの、米国の景気持ち直しや新興国を中心とする輸出

の増加や政策的な下支えにより、緩やかな景気回復が続きました。しかしながら、日本の企業を取り巻く事業環境は

厳しく、円高進行に対する懸念や株価の低迷、雇用環境の先行き不安等により内需回復力は依然として脆弱であり、

先行きに対する判断を慎重に見極めなければならない状況が続いております。

　情報サービス業界におきましては、顧客企業における内製化やＩＴ投資抑制の傾向が依然として強く、需要の減少

と企業間競争の激化による価格低下が進む等、引き続き厳しい状況が続いております。

　このような状況の中で、当社グループにおきましては、既存顧客からの継続案件の維持・拡大及び金融業向けサー

ビスを中心とした生命保険会社、銀行案件の拡大に伴い、売上高は堅調に推移いたしました。

　その結果、当社グループの当第２四半期連結会計期間の売上高は2,445百万円（前年同四半期比15.8％増）となり

ました。また、営業利益は198百万円（同12.5％増）、経常利益は200百万円（同12.7％増）、年金制度移行に伴う過

去勤務債務210百万円を特別損失に計上したことにより、四半期純利益は1百万円（同98.6％減）となりました。　

　品目別の業績を示すと次のとおりであります。

（システムインテグレーション・サービス）　

　金融業・製造業向けサービスを中心に、売上高は1,380百万円（前年同四半期比18.2％増）となりました。

（システムアウトソーシング・サービス）

　流通業向けのシステム維持管理サービスが堅調に推移した結果、売上高は475百万円（同8.6％増）となりました。

（プロフェッショナル・サービス）

　金融業における銀行向け統合開発環境構築サービスの拡大、信販会社向け案件の受注に伴い、売上高は589百万円

（同16.4％増）となりました。　 

 

（２）財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は5,710百万円となり、前連結会計年度末と比較して220百万円の増

加となりました。また、負債合計は1,927百万円となり、前連結会計年度末と比較して360百万円の増加となりまし

た。これは主に、年金制度移行に伴い過去勤務債務を退職給付引当金に計上したことによるものです。純資産は

3,782百万円となり、前連結会計年度末と比較して139百万円の減少となりました。これは主に、剰余金の配当および

自己株式の増加によるものです。これらの結果、自己資本比率は65.9％となりました。

　

（３）キャッシュ・フローの状況　

　当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前年同四半期連結会計期間

末に比べ379百万円増加し、2,090百万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　営業活動の結果得られた資金は39百万円（前年同四半期比51百万円減）となりました。これは主に、引当金の増

　加額349百万円等の資金増加、売上債権の増加額285百万円等の資金減少によるものであります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　投資活動の結果得られた資金は212百万円（同68百万円増）となりました。これは主に、定期預金の払戻による

　収入100百万円、有価証券の償還による収入100百万円等によるものであります。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　財務活動の結果使用した資金は65百万円（同7百万円増）となりました。これは主に、自己株式の取得による支

　出38百万円、配当金の支払額31百万円によるものであります。
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（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（５）研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動について、特記すべき事項はありません。

 

（６）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と

見通しについて重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　該当事項はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 11,182,000

計 11,182,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年11月５日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,093,280 5,093,280
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株　

計 5,093,280 5,093,280 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　　　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成22年７月１日～

 平成22年９月30日
－ 5,093,280 － 768,978 － 708,018
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（６）【大株主の状況】

 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 﨑山　收  神奈川県横浜市青葉区 677 13.30

 キューブシステム従業員持株会  東京都品川区東五反田一丁目２番33号 512 10.06

 内田　敏雄  神奈川県小田原市 217 4.26

 佐藤　俊郁  神奈川県横浜市保土ヶ谷区 143 2.81

 小貫　明美  神奈川県横浜市金沢区 133 2.62

 竹田　和平  愛知県名古屋市天白区 120 2.35

 櫻井　正次  東京都渋谷区 105 2.06

 株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行  東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 101 1.99

 株式会社みずほ銀行  東京都中央区晴海一丁目８番12号 92 1.80

 株式会社りそな銀行　  大阪府大阪市中央区備後町二丁目２番１号 80 1.58

計 － 2,184 42.88

　

（７）【議決権の状況】

 

①【発行済株式】

 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

77,100
－

単元株式数

100株

完全議決権株式（その他）
普通株式

5,008,600
50,086 同上

単元未満株式
普通株式

7,580
－

一単元（100株）

未満の株式

発行済株式総数 5,093,280 － －

総株主の議決権 － 50,086 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には証券保管振替機構名義の株式が1,800株含まれております。また、「議決権

の数」の欄には同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数18個が含まれております。
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②【自己株式等】

 平成22年９月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社キューブ

システム

東京都品川区東五反田

一丁目２番33号
77,100 － 77,100 1.51

計 － 77,100 － 77,100 1.51

 

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月　　別 平成22年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最　高（円） 761 758 714 750 772 789

最　低（円） 733 700 675 705 750 721

（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平

成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について有限責任監査

法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,260,183 1,888,618

売掛金 1,840,028 1,841,627

有価証券 250,000 400,000

仕掛品 31,507 16,209

その他 237,425 189,095

貸倒引当金 △229 △2,439

流動資産合計 4,618,915 4,333,112

固定資産

有形固定資産 ※
 106,516

※
 95,910

無形固定資産 3,654 3,685

投資その他の資産

投資有価証券 － 631,222

その他 981,471 426,382

投資その他の資産合計 981,471 1,057,604

固定資産合計 1,091,642 1,157,200

資産合計 5,710,558 5,490,313

負債の部

流動負債

買掛金 426,034 407,666

短期借入金 280,000 280,000

未払法人税等 230,647 168,048

賞与引当金 296,520 218,319

役員賞与引当金 16,700 37,888

その他 205,988 219,082

流動負債合計 1,455,891 1,331,005

固定負債

退職給付引当金 244,447 52,040

役員退職慰労引当金 189,868 184,662

資産除去債務 37,560 －

固定負債合計 471,877 236,703

負債合計 1,927,768 1,567,708

純資産の部

株主資本

資本金 768,978 768,978

資本剰余金 708,018 708,018

利益剰余金 2,342,661 2,421,607

自己株式 △62,620 △24,297

株主資本合計 3,757,037 3,874,306

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 14,871 38,411

為替換算調整勘定 △7,607 △6,497

評価・換算差額等合計 7,264 31,914

少数株主持分 18,487 16,383

純資産合計 3,782,789 3,922,604

負債純資産合計 5,710,558 5,490,313
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 4,234,961 4,703,037

売上原価 3,558,751 3,904,663

売上総利益 676,210 798,373

販売費及び一般管理費

役員賞与引当金繰入額 6,000 16,608

賞与引当金繰入額 20,648 24,600

退職給付費用 3,122 3,952

役員退職慰労引当金繰入額 7,926 7,945

その他 373,193 376,231

販売費及び一般管理費合計 410,891 429,337

営業利益 265,319 369,035

営業外収益

受取利息 4,019 2,357

受取配当金 4,546 5,090

投資有価証券売却益 － 5,365

投資有価証券評価損戻入益 16,444 －

その他 7,111 1,190

営業外収益合計 32,122 14,003

営業外費用

支払利息 2,404 1,969

支払手数料 2,130 2,005

投資有価証券評価損 － 8,526

事務所移転費用 1,267 －

その他 1,442 2,549

営業外費用合計 7,245 15,050

経常利益 290,195 367,988

特別利益

貸倒引当金戻入額 828 2,209

保険解約返戻金 － 25,999

特別利益合計 828 28,209

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 21,533

投資有価証券評価損 － 51,565

持分変動損失 － 177

過去勤務債務償却額 － 210,098

特別損失合計 － 283,374

税金等調整前四半期純利益 291,024 112,824

法人税、住民税及び事業税 156,452 223,541

法人税等調整額 △19,971 △156,426

法人税等合計 136,481 67,114

少数株主損益調整前四半期純利益 － 45,709

少数株主利益又は少数株主損失（△） 440 △1,997

四半期純利益 154,101 47,707
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 2,111,708 2,445,059

売上原価 1,748,891 2,034,042

売上総利益 362,816 411,017

販売費及び一般管理費

役員報酬 39,444 38,550

役員賞与引当金繰入額 － 8,608

賞与引当金繰入額 8,368 12,409

退職給付費用 1,569 2,379

役員退職慰労引当金繰入額 4,017 3,930

貸倒引当金繰入額 304 45

その他 133,022 146,966

販売費及び一般管理費合計 186,726 212,890

営業利益 176,090 198,126

営業外収益

受取利息 1,122 894

受取配当金 114 75

投資有価証券売却益 5,832 5,365

その他 1,129 637

営業外収益合計 8,199 6,972

営業外費用

支払利息 1,173 1,026

支払手数料 － 1,008

投資有価証券評価損 1,348 116

自己株式取得費用 － 1,308

事務所移転費用 1,267 －

その他 2,514 1,026

営業外費用合計 6,303 4,486

経常利益 177,986 200,612

特別利益

保険解約返戻金 － 25,999

特別利益合計 － 25,999

特別損失

持分変動損失 － 177

過去勤務債務償却額 － 210,098

特別損失合計 － 210,275

税金等調整前四半期純利益 177,986 16,336

法人税、住民税及び事業税 140,274 173,786

法人税等調整額 △59,424 △157,335

法人税等合計 80,849 16,450

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △114

少数株主利益又は少数株主損失（△） 219 △1,449

四半期純利益 96,916 1,335
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 291,024 112,824

減価償却費 8,899 11,384

引当金の増減額（△は減少） 35,828 252,484

受取利息及び受取配当金 △8,565 △7,447

支払利息 2,404 1,969

投資有価証券評価損（△は戻入益） － 60,091

売上債権の増減額（△は増加） 151,566 1,267

たな卸資産の増減額（△は増加） △37,004 △15,313

仕入債務の増減額（△は減少） △67,588 18,367

その他 △84,874 △3,139

小計 291,692 432,489

利息及び配当金の受取額 8,423 7,562

利息の支払額 △2,615 △1,764

法人税等の支払額 △148,223 △158,142

営業活動によるキャッシュ・フロー 149,276 280,143

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 100,000 100,000

有価証券の償還による収入 200,000 250,000

有形固定資産の取得による支出 △1,415 △3,195

投資有価証券の取得による支出 △56,520 △6,836

投資有価証券の売却による収入 － 14,436

その他 △18,187 △506

投資活動によるキャッシュ・フロー 223,875 353,898

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △20,000 －

自己株式の増減額（△は増加） △177 △38,322

配当金の支払額 △126,155 △126,249

少数株主からの払込みによる収入 2,793 4,375

少数株主への配当金の支払額 △225 △300

財務活動によるキャッシュ・フロー △143,764 △160,497

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,609 △1,979

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 227,778 471,565

現金及び現金同等物の期首残高 1,482,896 1,618,618

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,710,675

※
 2,090,183
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

会計処理基準に関する事項

の変更

資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18

号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益はそれぞれ1,746千円、

税金等調整前四半期純利益は23,279千円減少しております。

　　

【表示方法の変更】

  当第２四半期連結累計期間

　（自　平成22年４月１日

　　　至　平成22年９月30日）　

　（四半期連結損益計算書）

　前第２四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「投資有価証券売却益」

は、営業外収益の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記することとしました。なお、前第２四

半期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「投資有価証券売却益」は5,832千円であります。

　

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の一部を改

正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益

調整前四半期純利益」の科目で表示しております。　　

　

　（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）

　前第２四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しておりまし

た「投資有価証券評価損（△は戻入益）」は重要性が増加したため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記すること

としました。なお、前第２四半期連結累計期間の「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる「投資

有価証券評価損（△は戻入益）」は△16,444千円であります。

　

  当第２四半期連結会計期間

　（自　平成22年７月１日

　　　至　平成22年９月30日）

　（四半期連結貸借対照表）　

　前第２四半期連結会計期間において、区分掲記しておりました投資その他の資産の「投資有価証券」は、総資産の100分

の10を下回ったため、当第２四半期連結会計期間では「その他」に含めることとしました。なお、当第２四半期連結会計

期間の「その他」に含まれる「投資有価証券」は429,208千円であります。

　

　（四半期連結損益計算書）

　前第２四半期連結会計期間において、営業外費用の「その他」に含めて表示しておりました「支払手数料」は、営業外

費用の100分の20を超えたため、当第２四半期連結会計期間では区分掲記することとしました。なお、前第２四半期連結会

計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「支払手数料」は1,071千円であります。　　　

　

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の一部を改

正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益

調整前四半期純損失（△）」の科目で表示しております。　　　　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※　　有形固定資産の減価償却累計額 127,109千円 ※　　有形固定資産の減価償却累計額 105,322千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係　

（平成21年９月30日現在）

　現金及び預金残高 　1,980,675千円

　預入期間が３か月を超える

　定期預金
　△270,000千円

　現金及び現金同等物　 　1,710,675千円

　

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在）

　現金及び預金残高 　2,260,183千円

　預入期間が３か月を超える

　定期預金
　△170,000千円

　現金及び現金同等物 　2,090,183千円

　

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日

至平成22年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　　　　　　5,093,280株
 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　　　　　　　 77,187株　
 

３．新株予約権等に関する事項　

該当事項はありません。　
　
　　　　４．配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月23日

定時株主総会
普通株式 126,653 50平成22年３月31日平成22年６月24日利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　当社グループは単一セグメントのため、該当事項はありません。

　

【所在地別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。

　

【海外売上高】

　前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　海外売上高がないため、該当事項はありません。　
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【セグメント情報】

　当社グループは、システムソリューション・サービス事業の単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 750.45円 １株当たり純資産額 1,542.09円

（注）　当社は、平成22年４月１日付けで株式１株につき２株の株式分割を行っております。当該株式分割が前連結会計

年度の開始の日に行われたと仮定した場合における前連結会計年度末の１株当たり純資産額は771.05円であり

ます。 

　　

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 60.83円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため記載しておりません。　

１株当たり四半期純利益金額 9.44円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため記載しておりません。　

 （注）１．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益金額（千円） 154,101 47,707

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 154,101 47,707

普通株式の期中平均株式数（千株） 2,533 5,051

 （注）２．当社は、平成22年４月１日付けで株式１株につき２株の株式分割を行っております。当該株式分割が前連結会

計年度の開始の日に行われたと仮定した場合における前第２四半期連結累計期間に係る１株当たり四半期純

利益金額は30.42円であります。

　 

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 38.26円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 0.27円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため記載しておりません。

 （注）１．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益金額（千円） 96,916 1,335

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 96,916 1,335

普通株式の期中平均株式数（千株） 2,533 5,037

 （注）２．当社は、平成22年４月１日付けで株式１株につき２株の株式分割を行っております。当該株式分割が前連結会

計年度の開始の日に行われたと仮定した場合における前第２四半期連結会計期間に係る１株当たり四半期純

利益金額は19.13円であります。
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（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

     平成21年10月30日

 株式会社キューブシステム   

      取  締  役  会 　御  中   

  

 有限責任監査法人　トーマツ  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士    久保　伸介　　    印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士    津田　良洋　　    印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社キューブシ

ステムの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から

平成21年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社キューブシステム及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財

政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

        ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

     平成22年10月28日

 株式会社キューブシステム   

      取  締  役  会 　御  中   

  

 有限責任監査法人　トーマツ  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士    久保　伸介　　    印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士    津田　良洋　　    印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社キューブシ

ステムの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から

平成22年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社キューブシステム及び連結子会社の平成22年９月30日現在の財

政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

        ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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